
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党野洲市委員会は政策と見解を発表しました。野並きよう子さんの人柄と経歴を紹介しま 日本共産党野洲市委員会は政策と見解を発表しました。野並きょう子さんの人柄と経歴を紹介します。 

日本共産党野洲市委員会   ２００５年６月２３日  №３６ 

昭和２４年、滋賀県愛知川町で生まれ、現在５６歳。京都市立堀川高校卒業。昭和５７年、
野洲町に引っ越し、北野小学校・北中学校 PTA 役員、同和行政の終結をめざす会事務局
長など活動。昭和５９年より町議会議員（野洲町史初の女性議員）６期。総務常任委員会
副委員長、環境審議会会長、町営住宅運営委員会委員長など歴任。平成１６年１０月１日
から、合併により野洲市議会議員。現在、国保運営委員会会長 
住所 北野１丁目 電話５８７－０９８５ 家族 息子・娘、結婚し独立。 

 
主な活動地域  北野学区、野洲学区、三上学区 

 

私
は
、
い
つ
も
ど
ん
な
時
に

も
「
住
民
の
し
あ
わ
せ
を
」
を

第
一
に
、
二
十
一
年
間
議
員
と

し
て
奮
闘
さ
れ
て
き
た
野
並

さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
と
願
う
一
人
で
す
。 

 

野
並
さ
ん
が
初
め
て
議
会

に
出
ら
れ
た
頃
、
働
く
お
母
さ

ん
た
ち
の
間
で
「
公
設
の
学
童

保
育
所
の
設
置
を
」
の
願
い
が

切
実
で
し
た
。 

 

当
時
の
教
育
長
さ
ん
に
「
母

親
は
家
庭
に
い
る
べ
き
。
働
い

て
い
た
ら
、
ろ
く
な
子
に
な
ら

な
い
」
と
言
わ
れ
、
力
を
落
と

す
私
た
ち
に
「
働
い
て
い
て
も

大
丈
夫
、
が
ん
ば
ろ
う
」
と
励

ま
さ
れ
、
お
金
を
出
し
合
っ

て
、
学
童
保
育
所
を
つ
く
る
先

頭
に
た
た
れ
て
い
ま
し
た
。
今

で
は
、
全
小
学
校
区
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
無
料

化
や
中
学
校
給
食
も
、
住
民
の

運
動
と
そ
の
声
を
受
け
止
め

て
議
会
に
届
け
て
く
れ
る
野

並
さ
ん
が
い
て
こ
そ
で
し
た
。

 

介
護
保
険
は
、
保
険
料
・
利

用
料
の
負
担
は
重
く
、
家
族
の

介
護
負
担
は
大
変
で
す
。
野
並

さ
ん
は
、
脳
梗
塞
だ
っ
た
義
父

の
看
病
を
さ
れ
、
自
由
に
動
け

な
い
人
の
気
持
ち
や
、
介
護
を

す
る
家
族
の
大
変
さ
を
経
験

さ
れ
た
方
で
す
。 

 

少
子
高
齢
化
の
時
代
に
、
市

議
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

人
で
す
。
野
並
さ
ん
に
、
引
き

つ
づ
き
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。 

三
十
四
歳
で
野
洲
町
議
会
議
員
に
な
り
、
以
後
二

十
一
年
間
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
運
動
を
し
な
が
ら
、

議
会
に
切
実
な
声
を
届
け
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
え
る
ま

ち
に
な
る
よ
う
に
、
引
き
つ
づ
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

日
本
共
産
党 

野
洲
市
議
会
議
員 



 やす民報                               ２００５年６月２３日                         

（２）                         

 １０月２３日投票で初めての市議会議員選挙が行われます。合

併に賛成した方も、反対した方も、「野洲市を暮らしやすいまち

に」という思いは同じではないでしょうか。市民のみなさんの願

いは、「福祉は後退させないで」「身近な『市民窓口サービス』を

充実して」など、共通しています。日本共産党は、市民が主人公

の立場で、みなさんの切実な願いの実現へ全力をあげます。 

 暮らしが大変なとき、また、合併後、新市のまちづくりをすすめるうえで

も議員の役割は重要です。 
 日本共産党は、市民のみなさんと署名運動を行い、議会でもくりかえしと

りあげて、子どもの医療費を小学校入学前まで無料化を実現させることがで

きました。一方、国保税や県下一高くなる介護保険料値上げに、日本共産党

以外の議員は賛成（１名は反対）しました。これからのまちづくりをすすめ

る新しい市議会には、市民の暮らし優先の議員が求められています。 

①市民の声を市政に届けること 

②市民の目線で市政をチェックすること 

③市民の願い実現へ建設的提案をすること 

○介護保険料・利用料の減額・免除制度を充実させます 
  誰もが安心できる介護保険制度が必要です。しかし、野洲市の保険料は県下市町で一番高いものになっ

ています。保険料・利用料の減額・免除制度を充実、特別養護老人ホーム待機者の解消をすすめます。 
 
○国民健康保険税を引き下げます 

高すぎる国保税の引き下げや医療費の減額・免除制度を充実させるとともに、保険証の取り上げや資格証

明書の発行をやめさせます。 
 
○住宅リフォーム補助制度をつくり、地域経済を活性化させます 
 個人の住宅リフォームに市が補助する制度です。県内でも多くの市が実施しています。地域経済、特に
不況に苦しむ地元業者の仕事確保に大きな役割を果たします。 

 
○「市民窓口サービス」や分庁舎機能を充実させます 
  市民にとって一番身近な「市民窓口サービス」や分庁舎（旧中主町役場）が不便では困ります。権限の

拡充と適正な職員配置で、市民の要望に応えられるサービスに充実させます。 
 
○自然と環境を守り、住んでよかったまちづくりをすすめます 

○食糧と農業、地場産業の振興をはかります 




